
3

び
未
加
入
世
帯
へ
の
加
入
対
策
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
か
、
ま
た
、
市
職
員
の

自
治
会
加
入
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
自
治
会
加
入
率
は
平
成
16
年
度

78.5
％
、
平
成
21
年
度
76.6
％
と
微
減
傾
向
に
あ

り
、
庁
内
の
関
係
各
課
と
連
携
し
、
各
種
加

入
促
進
活
動
を
展
開
し
な
が
ら
、
加
入
率
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
市
職
員
の
加
入

率
は
94
％
で
、
221
名
が
未
加
入
の
状
況
に
あ

る
。
意
識
啓
発
を
十
分
図
り
、
強
く
加
入
に

つ
い
て
の
働
き
か
け
を
行
い
た
い
。

市
民
病
院
の
災
害
拠
点
病
院
指
定

変
更
に
つ
い
て

問　
災
害
拠
点
病
院
は
、
被
災
現
場
に
お

い
て
最
も
早
く
医
療
実
施
で
き
る
こ
と
が
重

要
で
、
そ
の
施
設
は
耐
震
構
造
が
必
要
で
あ

る
。
耐
震
構
造
で
は
な
い
市
民
病
院
に
お
い

て
、
災
害
時
の
医
療
設
備
や
薬
品
等
を
ど
の

よ
う
に
備
蓄
さ
れ
、
ま
た
、
県
の
指
導
が
ど

の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

答　
新
市
立
病
院
建
設
計
画
が
進
ん
で
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
市
民
病
院
は
引
き
続
き

災
害
拠
点
病
院
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。
ま

た
、
必
要
に
応
じ
て
新
た
な
指
定
も
あ
り
得

る
と
の
こ
と
か
ら
、
指
定
の
複
数
化
に
つ
い

て
は
県
と
協
議
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
災

害
備
蓄
品
は
院
内
の
備
蓄
倉
庫
に
加
え
、
耐

震
化
対
策
が
施
さ
れ
て
い
る
梅
香
崎
中
学
校

と
捉
え
て
、
観
光
資
源
に
変
え

ら
れ
な
い
か
見
解
を
伺
い
た
い
。

答　
ク
ル
ー
ズ
船
の
入
港
時

に
は
、
船
内
の
無
料
見
学
会
を

実
施
す
る
ケ
ー
ス
や
、
今
年
度
か
ら
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
の
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
、
多
く
の

ク
ル
ー
ズ
船
が
入
港
す
る
港
を
、
長
崎
の
個

性
の
一
つ
と
し
て
情
報
発
信
し
、
観
光
資
源

と
し
て
も
活
用
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

小
榊
地
区
の
大
型
施
設
建
設
計
画

に
つ
い
て

問　
小
榊
地
区
へ
の
企
業
立
地
に
伴
い
、

通
勤
車
両
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
と
と
も
に
、

新
西
工
場
が
建
設
さ
れ
た
場
合
の
パ
ッ
カ
―

車
の
乗
り
入
れ
等
を
勘
案
す
る
と
、
今
か
ら

車
対
策
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
建
設
予
定

の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
概
要
等
と
近
隣
の
交

通
整
備
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は
敷
地
面
積
が

約
１
万
８
千
㎡
、
建
物
の
延
べ
面
積
約

４
千
７
百
㎡
の
一
部
２
階
建
て
で
あ
り
、
最

終
的
に
は
450
名
体
制
を
計
画
し
て
い
る
。
こ

の
う
ち
車
通
勤
者
を
半
数
と
仮
定
し
、
新
西

工
場
へ
の
パ
ッ
カ
ー
車
の
出
入
り
を
あ
わ
せ

る
と
、
単
純
計
算
で
１
日
約
500
台
の
通
行
車

両
が
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、
近
隣
住
民
に
迷

の
倉
庫
に
保
管
し
て
い
る
が
、
今
後
、
適
切

な
場
所
に
移
動
す
る
よ
う
努
め
た
い
。

自
由
民
主
党

企
業
立
地
奨
励
制
度
の
検
証
と
課

題
に
つ
い
て

問　
企
業
立
地
奨
励
制
度
は
、
市
外
か
ら

の
企
業
誘
致
だ
け
で
は
な
く
、
長
崎
市
域
の

企
業
の
活
性
化
と
雇
用
創
出
に
役
立
て
る
べ

き
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
設
備
投
資
の
基

準
額
は
、
地
元
の
中
小
製
造
業
に
と
っ
て
は

ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
見
直
す
べ
き
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
い
た
い
。

答　
平
成
21
年
度
に
雇
用
創
出
の
効
果
を

重
視
し
て
、
土
地
取
得
奨
励
金
を
廃
止
し
、

新
規
雇
用
者
数
が
多
い
企
業
を
よ
り
手
厚
く

支
援
で
き
る
制
度
に
改
正
し
た
。
ま
た
、
設

備
投
資
の
基
準
額
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
社

会
経
済
環
境
の
変
化
を
見
な
が
ら
、
適
宜
見

直
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ク
ル
ー
ズ
船
入
港
の
観
光
資
源
化

に
つ
い
て

問　
長
崎
港
は
全
国
で
も
例
が
少
な
い
大

型
船
が
停
泊
で
き
る
港
で
あ
り
、
こ
の
他
都

市
で
は
ま
ね
の
で
き
な
い
立
地
条
件
を
生
か

し
、
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
入
港
を
イ
ベ
ン
ト

惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
関
係
機
関
と
協
議
し
、

周
辺
道
路
の
整
備
等
に
努
め
た
い
。

明
政
ク
ラ
ブ

長
崎
市
土
地
開
発
公
社
所
有
地
に

つ
い
て

問　
現
在
、
土
地
開
発
公
社
が
保
有
し
て

い
る
土
地
に
つ
い
て
は
、
長
期
間
利
用
さ
れ

な
い
土
地
も
あ
り
、
公
社
が
保
有
す
る
土
地

は
事
業
用
地
と
し
て
す
べ
て
活
用
で
き
る
見

込
み
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
平
成
29
年
度
ま

で
に
市
が
す
べ
て
買
い
戻
す
と
い
う
、
当
初

の
計
画
案
に
変
更
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

答　
本
市
が
先
行
取
得
を
依
頼
し
た
21
ヵ

所
の
用
地
の
う
ち
、事
業
化
が
困
難
な
た
め
、

売
却
も
視
野
に
入
れ
検
討
し
て
い
る
３
ヵ
所

の
用
地
も
含
め
、
い
ず
れ
公
社
か
ら
買
い
戻

し
、
市
で
活
用
、
ま
た
は
処
分
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
公
社
経
営
健
全
化
計
画
に
基
づ

き
、
平
成
29
年
度
ま
で
に
は
す
べ
て
買
い
戻

し
で
き
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
る
。

大
村
湾
横
断
浮
橋（
フ
ロ
ー
テ
ィ

ン
グ
・
ブ
リ
ッ
ジ
）構
想
に
つ
い
て

問　
大
村
市
の
長
崎
空
港
と
本
市
の
琴
海

地
区
を
浮
橋
で
結
ぶ
構
想
に
つ
い
て
、
産
学

官
の
研
究
会
が
発
足
さ
れ
、
将
来
、
環
大
村


